
宇部工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 工業英語
科目基礎情報
科目番号 15024 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 3rd-Q 週時間数 2
教科書/教材 プリント資料を配布
担当教員 一田 啓介
到達目標
工業英語では，科学・技術における基本的な英語表現力と機械工学分野に必要な専門英語に関する文章の読解力を養うことを目的としている
．また数学や物理，工学に関連する英語の文章読解を行うことで，現在までに学んできた専門知識の英語による表現方法を身につけることがで
きるようにする．
①教材で取り扱う工学的な英単語に対応できる．
②教材で取り扱う工学的な内容において使用される英文法に対応できる．
③教材で取り扱う工学的な文章の文脈を把握できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
教材で取り扱う工学的な英
単語を理解し，取り扱う文
章で的確な意味を把握でき
る．

教材で取り扱う工学的な英
単語に対応できる．

基本的な英単語を理解でき
る．

基本的な英単語を理解でき
ない．

評価項目2
教材で取り扱う工学的な内
容において使用される英文
法について対応し，その用
法が説明できる．

教材で取り扱う工学的な内
容において使用される英文
法に対応できる．

基本的な英文法を理解でき
る．

基本的な英文法を理解でき
ない．

評価項目3
教材で取り扱う工学的な文
章の文脈を把握しその内容
を説明できる．

教材で取り扱う工学的な文
章の文脈を把握できる．

基本的な文章の文脈が把握
できる．

基本的な文章の文脈が把握
できない．

学科の到達目標項目との関係
JABEE (e)
教育目標 （Ｇ）
教育方法等

概要
工業英語をで行う授業の内容は，これまでに学習した数学や物理の原理や公式の説明を英語を用いた場合どのように表
現されるかを最初に勉強する．その後に計測機器や工学的な内容についてのテーマを取り上げ，専門的な英単語が含ま
れた場合の文章表現について勉強する．

授業の進め方・方法

第３学期に実施します．
授業では計画に沿って内容を説明して行きます．
この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習として自学・自習レポートを課します．
また技術英検3級を受験するために必要な知識を身につけるための演習を同時に行うので，一般英語と工業英語の違いに
ついてしっかりと勉強してください．

注意点 工業英語を学修するに当たっては，4年次までに習得した英語の文法や表現方法の知識を用いることが必須となるので
，受講前にはよく復習しておくこと．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 三角関数について 三角関数に関する英文プリント資料を音読・和訳し基
礎数学の英語表現について理解できる．

2週 ベクトルとスカラーについて ベクトルとスカラー関する英文プリント資料を音読・
和訳し基礎数学の英語表現について理解できる．

3週 運動の法則について 運動の法則に関する英文プリント資料を音読・和訳し
基礎物理の英語表現について理解できる．

4週 有効数字について 有効数字に関する英文プリント資料を音読・和訳し工
学基礎の英語表現について理解できる．

5週 マイクロメータについて マイクロメータに関する英文プリント資料を音読・和
訳し工学基礎の英語表現について理解できる．

6週 インターネットについて インターネットに関する英文プリント資料を音読・和
訳し科学基礎の英語表現について理解できる．

7週 コンピュータグラフィックスについて
コンピュータグラフィックスに関する英文プリント資
料を音読・和訳し工学応用の英語表現について理解で
きる．

8週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 自学・自習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 45 5 0 0 0 0 50
専門的能力 45 5 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


